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るOJT（On the Job Training）にも，何人かの修了
生がとりくんできた。
　中堅教員と若手教員でペアを組んでのオーソドッ
クスなOJTを中心としたとりくみとしては久保田
（2012），福田（2014），岡部（2019）が挙げられる。
ただし，これらの研究では総じて，学年会との連携，
学年ごとのOJTチーム編成など，研究を進める本人周
辺だけでなく，学校としてとりくみを共有する工夫が
講じられていた。
　また，やや変則的なものとしては，大学院入学以前
から論文，著書等で自らの実践のノウハウを公表して
きた笹（2011）の研究がある。そこでは，自身のウェ
ブサイトにおける実践アーカイヴの発信についての効
果検証とともに，初任者研修の校内指導へのその活用
が行われた。
④学力向上策と学校間連携
　本学教職大学院が発足した2008年は，1998年版学習
指導要領とその一部改正（2003年）に象徴される，
「学力」をめぐる混乱期に相当する。こうした中で，
学力向上にむけた校内体制の構築，具体的な方策の提
案をめざした研究が前島（2010），小出（2013）であ
る。ドリル学習，ノート指導などについて，校内での
連携体制の構築などを実践的に探究した。
　その後，2008年版学習指導要領の全面実施，小中連
携など学校間連携の政策課題としての浮上などをうけ
た研究として，山田（2018），上田（2019）などが挙
げられる。前者では中学校区内の小規模小学校２校で
の，相互の「強み」を活かした連携が，後者では家庭
学習も視野に入れた，小中間で連携しての学習方略指
導が展開された。とくに後者にあっては，本学教職大
学院児童生徒支援コースの学習指導系の授業での学び
が活かされていることは特筆される。
⑤学校経営改善，教育行政との連携
　本学教職大学院には，管理職養成コースはない。こ
のため，現職教員が課題研究にとりくむ際には，研修
主任や，学力向上，OJTなど課題単位のコーディネー
ターといった分掌に就いて実践を進めることが多い。
　しかし，こうした中でも，より上位の学校経営や行
政的措置にかかわる実践が行われることもある。たと
えば増田（2014）は，教職員の人事評価での「自己
申告書」作成を通じた学校経営ヴィジョンの共有，
その校内研修への活用などを扱っている。また佐藤
（2016）は，各教科の担当者が１名しかいない小規模
中学校間で，同一教科の教師同士の協働で教材開発，
授業研究を進めようとした実践である。勤務時間中の
学校間の移動を伴うため，任命権者へのはたらきかけ
など，現場から行政への提案を含む実践であった。
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⑥校務効率化
　「働き方改革」が政策的に推進される以前から，
学校現場の「多忙化」は深刻な課題であった。竹内
（2010），大石（2014）は，ICT活用による校務効率化
を重要な内容として含むものであった。これらは，自
治体でのグループウェア導入初期の活用法の模索，あ
るいはグループウェア不在のもとでの校内の工夫な
ど，先駆的な要素を含むものであった。
　今後は，「働き方改革」の展開をふまえ，校務その
もののスクラップ＆ビルドを視野に入れた研究が課題
として浮上してくるものと考えられる。
小括
　本学教職大学院の１つのゼミという限られた単位で
はあったが，その課題研究の動向から，時々の学校現
場の課題と教職大学院での教育・研究がどのように切
り結んできたかの１断面は提示できたのではと考えて
いる。
　本稿では十分に展開できなかったが，年度が進むに
つれて，後進の院生が本学の過去の課題研究を先行研
究として参照する，OBが管理職等として後輩の課題
研究に協力するなど，徐々にではあるが，教職大学院
を通じた実践のネットワークが形成されつつある。こ
うした動向の追跡も今後の課題としたい。
付記
　本稿執筆過程で，日本教育大学協会の研究グループが，教員
免許状の国家資格化，そこでの教職大学院修了者の優遇などを
含む提言をまとめた旨の報道があった（『日本教育新聞』2019
年10月28日付）。本稿は，こうした形での教職大学院の特権化
を支持するものではない旨，とくに付記しておく（山崎）。
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